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ホプキンズのソネットを読む(その二)
笹 川 浩
2. The Starlight Night
Look at the stars! look, look up at the skies!
O look at all the fire-folk sitting in the air!
The bright boroughs, the circle-citadels there!
Down in dim woods the diamond delves! the elvesʼ-eyes!
The grey lawns cold where gold, where quickgold lies!
Wind-beat whitebeams! airy abeles set on a flare!
Flake-doves sent floating forth at a farmyard scare! ─
Ah well! it is all a purchase, all is a prize.
Buy then! bid then! ─ What? ─ Prayer, patience, alms, vows.
Look, look: a May-mess, like on orchard boughs!
Look! March-bloom, like on mealed-with-yellow sallows!
These are indeed the barn; withindoors house
The shocks. This piece-bright paling shuts the spouse
Christ home, Christ and his mother and all his hallows.
「星月夜」
星を見て。ほら、星が瞬く夜空を見上げて。
大空に座している火の民を見て。
光輝く町と、それを取巻く城塞だ。
薄暗い森の奥深くにあるダイヤモンドの坑道、妖精の瞳、
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金が、水金
すいきん
が眠る冷たい灰色の芝土、
風に吹かれるウラジロナナカマド、燃え上がる軽やかなウラジロハコ
ヤナギ、
農場で驚いて雪片のように舞ってやって来た鳩のようだ。
そう、それらは全部売り物、全部獲得するもの。
だから買って、だから値をつけて。いくらで。祈り、忍耐、施し、誓
いで。
ほら、見て、果樹園の枝かと見紛うばかりの咲き乱れる五月
さつき
の花々
を、
見て、黄色い粉を振りかけた柳のような三月の花盛りを。
これらはまさしく穀倉、中には稲叢
いなむら
が積まれている。
その一本一本輝く杭の柵に囲まれて、花婿のキリストが、
キリストと、その聖母と、全ての聖人がいらっしゃる。
【注釈】
<ll. 1-2>	 Look at the stars! look, look up at the skies! / O look at all the fire-
folk sitting in the air!
「星を見て。ほら、星が瞬く夜空を見上げて。大空
に座している火の民を見て。」；相手に繰り返しlookと呼びかけるこの
冒頭部分や、11行目まですべての行に感嘆符が付けられた表現は、詩人
の高揚した精神状態を表している。この詩で述べられた内容は、以下の
1874年 8月 17日付の日誌で述べられた経験に基づいていると思われる。
As we drove home the stars came out thick: I leant back to look at them and my
heart opening more than usual praised Our Lord to and in whom all that beauty
comes home.(House 254)（僕たちが馬車で帰途についた時、星が空一
面に輝いた。僕はその星を見ようとして体を後ろに反らせた。僕の心
はいつも以上に開放され、そのすべての美しさの拠り所であり本源で
ある僕らの主を讃えたのです。）
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日誌の中のmy heart opening more than usualに読み取れるように、美し
い夜空の景色が詩人の精神を大いに高揚させているが、その高揚感がこの
ソネット「星月夜」の基調になっている。
<ll. 2-7>	all the fire-folk sitting in the air
「大空に座している火の民」；夜
空の星の比喩。その後に続くThe bright boroughs, the circle-citadels,
Down in dim woods the diamond delves,the elveʼ-eyes, The grey lawns cold
where gold, where quickgold lies, Wind-beat whitebeams, airy abeles set on a
flare,Flake-doves sent floating forth at a farmyard scareもすべて星の比喩で
あり、すべて 2行目look atの目的語である。なおここで用いられてい
る比喩には頭韻が多用されているが、それにより詩人はそれぞれの事物と
その性質あるいは特徴が不可分に結び付いている印象を読者に与えてい
る。更に、夜空の星を様々な比喩で表現することで、星の美しさが、世界
の様々な美を象徴していることを示唆している。
<l. 3>	The bright boroughs, the circle-citadels there
「光輝く町と、それを
取巻く城塞」；夜空の星を地上にある町や砦に喩えることで、空と大地の
一体化を示唆している。
<l. 4>	Down in dim woods the diamond delves
「薄暗い森の奥深くにある
ダイヤモンドの坑道」；dの頭韻が印象的である。前行で夜空の星を地上
の事物に喩えたことを契機に、詩人の視線は下に向く。視線を下に落とし
ながら上空の夜空を描く詩人は、読者に空と大地の一体化した世界を提示
する。delvesはdelfの複数形。delf＝ An excavation in or under the
earth, where stone, coal, or other mineral is dug; a quarry; a mine. The ordinary name
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for a quarry in the northern counties(OED).
<l. 4>	the elvesʼ-eyes
「妖精の瞳」；マッケンジーは、「妖精」が民話の中
でしばしば坑道や地下に埋蔵された宝と結び付いていることを指摘してい
る（MacKenzie 68）。そのつながりを裏付けるように、詩の中でもdelves
と elvesが韻を踏んでいる。
<l. 5>	quickgold
「水金
すいきん
」；ホプキンズが quicksilver（水銀）を基に造っ
た語。水銀は常温で動くために quicksilver、つまり「生きている銀」と名
付けられたが、ホプキンズは星が瞬く様を「生きている金」に見立てた。
ここでは「水銀」に倣って「水金
すいきん
」と訳したが、ここでは生命感が強調さ
れている。
<l. 6>	Wind-beat whitebeams! airy abeles set on a flare
「風に吹かれるウラ
ジロナナカマド、燃え上がる軽やかなウラジロハコヤナギ」；「ウラジロナ
ナカマド」（whitebeam）も「ウラジロハコヤナギ」（abeles）も日本語名が
示すように葉の裏が白く、それらが風に吹かれて葉の裏の白い部分が見え
る様子が星の瞬く様子と重ねられている。
<l. 7>	Flake-doves sent floating forth at a farmyard scare
「農場で驚いて雪
片のように舞ってやって来た鳩」；このscareは、timid, frightened
(OED)という意の形容詞が副詞的に用いられたもの。scare at a farmyard
という語順で、sent floatingを修飾する。ここでの比喩は、マッケンジ
ーも指摘する通り重層的である。まず夜空の星が農場で驚いて飛び立つ鳩
に喩えられ、さらにその鳩が空を舞う雪片に喩えられる（MacKenzie
68-69）。
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<ll. 8-9>	Ah well! it is all a purchase, all is a prize. / Buy then! bid then! ─
What? ─ Prayer, patience, alms, vows.
「そうだ、それらは全部売り物、全
部獲得するもの。/ だから買って、だから値をつけて。いくらで。祈り、
忍耐、施し、誓いで。」；bid＝ offer a price. ここでは競りのイメージによっ
て、この夜空の星の美しさは自然に得られるものではなく、何らかの代償
と引き換えに努力して獲得されるものでることが強調される。その代償が
「祈り、忍耐、施し、誓い」である。つまりこれら四つのキリスト教徒の
務めを行うことで、夜空の星の美しさ、延いてはこの世の美しさを堪能で
きるという考えである。What?はWith what?と解する。想定される
買い手（つまり読者）の言葉。ジョージ・ハーバートの『寺院』（The
Temple）の中の次の一節を参照。
What skills it, if a bag of stones or gold
About thy neck do drown thee? raise thy head;
Take stars for money; stars not to be told
By any art, yet to be purchased.
None is so wasteful as the scraping dame.
She loseth three for one; her soul, rest, fame.
(The Church-Porch,st.29)
たとえ首から下げた袋を石ころで、つまり金で満たして
重くしたところでどうなるというか。頭をあげなさい。
星々をお金と考えなさい。言葉ではどうやっても伝えられないが
お金で購入できる星々です。
お金を出し惜しみ貯め込むご婦人ほど浪費家はいません。
彼女はお金のために三つのものを失うのです、魂と休息と名声を。
（「教会のポーチ」第 29連）
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<l. 10>	a May-mess, like on orchard boughs!
「果樹園の枝かと見紛うばか
りの咲き乱れる五月
さつき
の花々」；messは、第一義的にはA quantity of fruit
sufficient to make a dish（OED）であるが、果樹園の木々に実際に果実が実
るのは秋なので、ここではa feast for the eyesという表現で表されるよう
な、視覚的に楽しませてくれる様子を表している。同時にこのmessに
は、a state of confusion or muddle（OED）という意味も含まれていると考
えられる。この意味のmessは通常は否定的な用いられ方をするが、こ
こではたくさんの花々が乱雑に見えるほど溢れて咲いている状態を指して
いる。
<l. 11>	March-bloom, like on mealed-with-yellow sallows
「黄色い粉を振
りかけた柳のような三月の花盛り」；sallowは「ネコヤナギ」（pussy willow
あるいは goat willowとも）のことで、低木の落葉樹である。春先に咲くそ
の花は、猫の尾に似ていることから catkinと呼ばれ、雄花の catkinは花粉
を放出する頃になると黄色っぽく色づく。mealed-with-yellow sallowsと
はその時の catkinのことで、そのように三月の花々が咲き乱れている様子
が、夜空の星の様子と重ねられている。なおこの柳の木は、イギリスでは
「枝の主日」（Palm Sunday）の装飾に、イギリスでは自生しない棕櫚の木
の代わりに用いられ、ホプキンズにとっても馴染みがある木であった。
<ll. 12-13>	These are indeed the barn; withindoors house / The shocks.
「こ
れらはまさしく穀倉、中には稲叢
いなむら
が積まれている。」；10-11行目で用いら
れた花や果樹、穀物のイメージから収穫のイメージへとつながっていく。
Theseはこれまでの夜空の星を比喩的に表現したイメージすべてを指
す。これまで述べてきた美しい事物はすべて「穀倉」、つまり外面的な器
に過ぎず、その奥に、その美しさの源である崇高な存在がある。house
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は自動詞でdwell or take shelter as in a houseの意。主語はThe shocks。
withindoors＝ indoors.shock＝ a group of sheaves of grain placed upright
and supporting each other in order to permit the drying and ripening of the grain
before carrying(OED). 穀物が立てかけてある様が、次のキリスト、マリ
ア、聖人のイメージにつながっていく。また穀倉に積まれた稲叢のイメー
ジは、マタイの福音書の以下の記述と重なる。
Another parable put he forth unto them, saying, The kingdom of heaven is
likened unto a man which sowed good seed in his field: But while men slept, his
enemy came and sowed tares among the wheat, and went his way. But when the
blade was sprung up, and brought forth fruit, then appeared the tares also. So the
servants of the householder came and said unto him, Sir, didst not thou sow
good seed in thy field? from whence then hath it tares? He said unto them, An
enemy hath done this. The servants said unto him, Wilt thou then that we go
and gather them up? But he said, Nay; lest while ye gather up the tares, ye root
up also the wheat with them. Let both grow together until the harvest: and in the
time of harvest I will say to the reapers, Gather ye together first the tares, and
bind them in bundles to burn them: but gather the wheat into my barn.（イエ
スは、別のたとえを持ち出して言われた。「天の国は次のようにたと
えられる。ある人が良い種を畑に蒔いた。 人々が眠っている間に、
敵が来て、麦の中に毒麦を蒔いて行った。 芽が出て、実ってみると、
毒麦も現れた。僕たちが主人のところに来て言った。『だんなさま、
畑には良い種をお蒔きになったではありませんか。どこから毒麦が入
ったのでしょう。』 主人は、『敵の仕業だ』と言った。そこで、僕た
ちが、『では、行って抜き集めておきましょうか』と言うと、 主人は
言った。『いや、毒麦を集めるとき、麦まで一緒に抜くかもしれない。
刈り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい。刈り入れの時、
「まず毒麦を集め、焼くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさ
い」と、刈り取る者に言いつけよう。』」）（マタイの福音書 13 章
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24〜30節）
<ll. 13-14>	This piece-bright paling shuts the spouse / Christ home, Christ
and his mother and all his hallows.
「その一本一本輝く杭の柵に囲まれて、
花婿のキリストが、キリストと、その聖母と、全ての聖人がいらっしゃ
る。」；「その一本一本輝く杭の柵」というのは夜空の星々のこと。この最
後のキリスト、聖母マリア、それに聖人たちが夜空の星々に囲まれている
様子は、冒頭の「大空に座している火の民」にもつながっていく。なお花
婿としてのキリストは、マタイの福音書の以下の記述に基づく。
Then shall the kingdom of heaven be likened unto ten virgins, which took their
lamps, and went forth to meet the bridegroom. And five of them were wise, and
five were foolish. They that were foolish took their lamps, and took no oil with
them: But the wise took oil in their vessels with their lamps. While the
bridegroom tarried, they all slumbered and slept. And at midnight there was a
cry made, Behold, the bridegroom cometh; go ye out to meet him. Then all
those virgins arose, and trimmed their lamps. And the foolish said unto the wise,
Give us of your oil; for our lamps are gone out. But the wise answered, saying,
Not so; lest there be not enough for us and you: but go ye rather to them that
sell, and buy for yourselves. And while they went to buy, the bridegroom came;
and they that were ready went in with him to the marriage: and the door was
shut.（そこで天の国は次のようにたとえられる。十人のおとめがそれ
ぞれともし火を持って、花婿を迎えに出て行く。そのうち五人は愚か
で、五人は賢かった。愚かなおとめたちは、ともし火は持っていた
が、油の用意をしていなかった。賢いおとめたちはそれぞれのともし
火と一緒に、壺に油を入れて持っていた。ところが、花婿の来るのが
遅れたので、皆眠気がさして眠り込んでしまった。真夜中に「花婿
だ。迎えに出なさい」と叫ぶ声がした。そこでおとめたちは皆起き
て、それぞれのともし火を整えた。愚かなおとめたちは、賢いおとめ
8
たちに言った。「油を分けてください。わたしたちのともし火は消え
そうです。」賢いおとめたちは答えた。「分けてあげるほどはありませ
ん。それより、店に行って、自分の分を買って来なさい。」愚かなお
とめたちが買いに行っている間に、花婿が到着して、用意のできてい
る五人は、花婿と一緒に婚宴の席に入り、戸が閉められた。）（マタイ
の福音書 25章 1〜10節）
【批評】
このソネットは 1877年、「神の威厳」（Godʼs Grandeur）が書かれた翌日
の 2月 24日に、セント・バイノズ・コレッジ（St. Beunoʼs College）で書か
れた。折しもその日、セント・バイノズで星の誕生と星雲の関係に関する
仮説が発表されていたので、それがこの詩の執筆の直接の契機だったかも
しれない（Thomas 173 n.）。しかしホプキンズはもともと星に対して強い
関心があり、その美しさに惹かれていた。1868年 7月 9日付の日誌から
も彼の星に対する関心が窺い知れる。
Before sunrise looking out of a window saw a noble scape of stars─ the Plough
all golden falling, Cassiopeïa on end with her bright quains pointing to the right,
the graceful bends of Perneus (sic) underneath her, and some great star whether
Capella or not I am not sure risen over the brow of the mountain. (House 170)
(夜明け前、窓から外を見ると壮麗な星空が見えた。金色に輝く北斗
七星は沈もうとしており、カシオペア座はその輝く[底の二つの]角を
右に向けて直立している。その下にはペルセウス座の優雅な屈折があ
り、さらにカペラかどうかはわからないが、大きな星が山の稜線から
昇ってきた。)
この日誌の中のquainという語は、建築用語で壁や塀などの「外角」
や「隅石」を意味するquoinの異形で、ホプキンズがそれよりも広く
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an angle, a wedge-like corner; angularity(OED)という意味で独自に用いてい
る。ホプキンズは夜空に星が輝く様子をa noble scape of starsと表現して
いるが、それは単なる外面的な美しさにとどまらず、その美しさの本質、
即ちインスケイプ（inscape）も示唆している。
夜空の星の美しさに空想力を刺激されたホプキンズは、最初のオクテッ
トで星を様々なものに喩える。お伽噺に出てきそうな「火の民」、「城壁に
囲まれた町」、「ダイヤモンドの坑道」、「妖精の瞳」、芝土を背景に輝く
「金」、風に吹かれて葉の白い部分を見せる木々、雪のように舞う「鳩」。
そしてオクテットの最後でそのような美しさが、ただで与えられるもので
はなく、自分の努力によって得られるものであることを強調する。後半の
セステットでは、その努力というのが「祈り、忍耐、施し、誓い」といっ
た敬虔な行為であることが明かされる。そして再び夜空の星の美しさを比
喩によって表現する。しかしオクテットでの比喩が次から次へと異なるも
ので星を表現するという意味で拡大的であるのに対して、セステットでの
比喩は一貫して草木や収穫のイメージであり、最後に「穀倉」のイメージ
につながっていくという意味でそのベクトルは収斂していく方向に向いて
いる。そしてその収斂した先の「穀倉」の中にキリスト、マリア、聖人た
ちがいると詠われる。
このソネットの最大の特徴は、次々に繰り出されるメタファーの多様性
であろう。そこには夜空の星の美しさをできる限り正確に表現したいとい
う詩人としての欲求のみならず、その美しさの背後にいる神を捉えたいと
いう聖職者としての欲求もある。また純粋に空想による戯れや言葉遊び的
な面もあるだろう。オクテットで繰り出される比喩表現に注目すると、a)
at, all, air;  b) bright boroughs;  c) circle-citadels  d) down, dim, diamond, delves;  e)
elvesʼ-eyesとアルファベット順になっていることに気づく。しかしその後
はどういうわけか順序が逆転し、g) grey, gold, quickgold   f) flare, flake,
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floating, forth, farmyardとなっている。
またこの詩で用いられている比喩で興味深いことは、最初は夜空の星の
美しさを表現するために用いられている比喩が、12行目あたりから喩え
られるものと喩えるものが逆転していることである。つまり 12 行目の
Theseは、夜空の星を比喩的に表現したこれまでのすべてのイメージを
指すのだが、「これらは、殼倉であり、そこには稲叢があり、そのさらに
奥にキリストたちがいる」と言う流れの中で、もはや星の美しさを比喩的
に表現しているというより、逆に星の美しさがキリストを比喩的に表現し
ていたのではないかと読者は考えるようになる。それはテナー（tenor）
としての星がヴィークル（vehicle）になり、ヴィークルとしてのキリスト
がテナーになるという詩人の戦略である。そしてこのソネットは夜空の星
の美しさを詠いながら、実際にはその背後にいるキリストを詠う詩となる
のである。
3. Spring
Nothing is so beautiful as Spring ─
When weeds, in wheels, shoot long and lovely and lush;
Thrushʼs eggs look little low heavens, and thrush
Through the echoing timber does so rinse and wring
The ear, it strikes like lightnings to hear him sing;
The glassy peartree leaves and blooms, they brush
The descending blue; that blue is all in a rush
With richness; the racing lambs too have fair their fling.
What is all this juice and all this joy?
A strain of the earthʼs sweet being in the beginning
In Eden garden. ─ Have, get, before it cloy,
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Before it cloud, Christ, lord, and sour with sinning,
Innocent mind and Mayday in girl and boy,
Most, O maidʼs child, thy choice and worthy the winning.
「春」
春ほど美しいものはない。
野の草が、めくれるように、伸びやかに、美しく、青々と芽を出す。
鶫
つぐみ
の卵は地上の小さな空のよう。鶫の囀りは
こだまする森を通り抜け、耳を濯
すす
ぎ、絞るよう。
その鳴き声が、稲妻のように響くのだ。
ガラスのようにつややかな梨の木の葉や花が、垂れ下がる大空に
軽く触れる。その空の青色は、溢れるほどに豊かに降り注ぐ。
駆け回る子羊もまた、美しく飛び跳ねる。
この美しさの本質は、この喜びは、一体何だろう。
それはエデンの園に見られた、創造されたばかりの大地の美しさから
受け継いだもの。
手に取り給え、受け取り給え、キリストよ、主よ、
罪で飽きがこないうちに、曇らないうちに、酸っぱくならないうち
に、
少女や少年の無垢な心を、五月祭の頃の花盛りを、
ああ、乙女の御子よ、御身が選ぶに最も値し、獲得する価値があるも
のを。
【注釈】
<l. 2>	weeds, in wheels, shoot long and lovely and lush
「野の草が、めくれ
るように、伸びやかに、美しく、青々と芽を出す。」；in wheelsは、植
物が輪になるような形で成長するさまを表しているが、類似した発音の
weedsとwheelsを並べて言葉遊びを楽しんでいる。ガードナーは、
特にブラックベリーに言及しているのではないかと推測している。
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Prominent among the weeds that shootin wheelsare the wild blackberry
stems, the regular arcs of which are so characteristic of English commons and
hedgerows. (Gardner 238)（「めくれるように」芽を出す草木の中で最
も目立つのは野生のブラックベリーの茎で、その整った形の弧はイン
グランドの共有地や生け垣の特徴となっている。）
またマッケンジーは、wheelsによって表される円が神を象徴している
と指摘している（MacKenzie 70）。shoot＝(of a plant, bud, etc.) emerge
from the soil or from the stem, etc.; sprout, grow(OED).long and lovely and lush
は主語weedsの様子を表す主格補語。lの頭韻が、新芽の生命力を
印象付けるのに効果的である。lush＝(of plants, esp. of grass) succulent,
and luxuriant in growth(OED).
<l. 3>	Thrushʼs eggs look little low heavens
「鶫
つぐみ
の卵は地上の小さな空の
よう」；lookの後にlikeが省略。この省略により、単なる美しい直
喩にとどまらない表現になっている（Davies 271）。マックチェスニーは、
「ある種の神秘的な性質」（some numinous quality）を伝える表現となっ
ていると指摘する（McChesney 59）。なお鶫の卵は実際に空色である。
<ll. 3-5>	thrush / Through the echoing timber does so rinse and wring / The
ear. . .
「鶫の囀りはこだまする森を通り抜け、耳を濯
すす
ぎ、絞るよう。」；
主語はthrush、述語動詞がrinse and wring、目的語がThe earであ
る。ホプキンズはrinse and wringという表現を用いることで、日常的な
雑念に囚われてしまい、あるいは知らぬ間に宗教的、道徳的罪を犯してし
まって神の声を聞き取れなくなってしまっていた耳が、鶫の澄んだ囀りに
よって再びきれいになることを、洗濯のイメージで語っている。マックチ
ェスニーは、rinseという語に、ミサの前に祭壇、司祭、会衆に聖水を
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散布する聖水散布式（Asperges）のイメージも読み取っている（McChesney
59）。またwringは、罪を犯した人の心にとって、清らかな鶫の囀りが
苦しみであることも示唆する。wringは同じ発音のringの意味（「響
く」）も含む。
<l. 5>	it strikes like lightnings to hear him sing
「その鳴き声が、稲妻のよ
うに響くのだ」；strikesの後ろに目的語the earが省略されている。
itは形式主語で、to hear him singが真主語。通常は聴覚に訴える鳴き
声が「稲妻」のように視覚的にも訴えてくる状態は共感覚的な現象であ
り、その鳴き声が強烈な印象であることを示唆している。鶫の澄んだ囀り
はただ心地よいだけではなく「稲妻」のように衝撃でもある。また
lightningsと複数形にすることで、その響きの反復性を表現している。
<ll. 6-7>	The glassy peartree leaves and blooms, they brush / The descending
blue
「ガラスのようにつややかな梨の木の葉や花が、垂れ下がる大空に
軽く触れる」；構文的に二通りの解釈が可能である。一つの解釈は、The
glassy peartree leaves and blooms全体を名詞句と考え、それを再びthey
で受けていると考える解釈である。もう一つの解釈は、カンマの前後がそ
れぞれ独立した文であると考え、前半部分については、The glassy pear-
treeを主語、leavesとbloomsを動詞と見なす解釈である。その場合
leaveはput forth leaves or foliage(OED)という意味の自動詞で、前半
部分の意味は「ガラスのようにつややかな梨の木が葉を出し花を咲かせ
る」となり、後半部分のtheyはその葉や花を受けて、「それらは垂れ
下がる大空に軽く触れる」となる。glassyは梨の木、あるいはその葉や
花が、つややかさで透明感があることを視覚的に表現すると同時に、それ
が質的にガラスのように壊れやすくて繊細であることも表現する。この一
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節は、その繊細な梨の葉や花が圧倒的な存在である大空と触れ合うという
対照の妙を描いており、天と地の融合の象徴的な描写になっている。
brushという動詞は、その触れ合いの軽やかさを表現しているが、直前
のbloomと類似した音のbroomからの連想によって用いられたか
もしれない。
<l. 8>	the racing lambs too have fair their fling
「駆け回る子羊もまた、美
しく飛び跳ねる」；have fair their flings＝ have their flings fair.fairを
flingsの様子を表す目的格補語と考え、「彼らの跳躍を美しくしている」
と解釈する。flingsは「跳ね上がること、跳躍」の意。ホプキンズの
1871年 4月 16日付の日誌に、次のような記述がある。
·The young lambs bound As to the tabourʼs soundʼ.
They toss and toss: it is as if it were the earth that flung them, not themselves.
(House 206)（「子羊が飛び跳ねる、さながら太鼓の音に合わせるかの
如く。」彼らは何度も跳ね上がる。まるで彼らが跳んでいるのではな
く大地が彼らを放り投げているかのようだ。）
この日誌の中でホプキンズ自身が引用しているのは、ワーズワースの「オ
ード─不滅なるものの暗示」の中の一節である。
Then sing, ye Birds, sing, sing a joyous song!
And let the young Lambs bound
As to the tabourʼs sound! (Ode. Intimations of Immortality,ll.172-174 )
だから歌え、鳥たちよ、歓びの歌を歌うのだ。
子羊たちは飛び跳ねるがいい、
さながら太鼓の音に合わせるかの如く。
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ホプキンズは子羊の躍動感が伝わるようなワーズワースの表現に惹かれた
かもしれない。またここには鳥たちにも歓びの歌を歌うように促す表現が
あるが、これはホプキンズが「春」で鶫の囀りに言及していることと符合
する。ワーズワースは、「オード─不滅なるものの暗示」の中で、どんな
ありふれた景色もかつて自分には「天上の光」（celestial light）を纏って
いるように見えたが、今ではその輝きが失われてしまったと嘆く。しかし
自分のような「燃えさし」（embers）の中にも子供の頃の記憶が残って
いることに喜びを見出す。この子供の頃の記憶の残存というテーマは、ホ
プキンズの「春」の後半で述べられる、エデンの園の頃から受け継がれて
きた大地の美しさと通底する。
<l. 9>	What is all this juice and all this joy?
「この美しさの本質は、この
喜びは、一体何だろう。」；ここでホプキンズは、前半のオクテットで述べ
た春の美しさ、生命感について、その由来、起源を考える。juice＝(in
figurative uses) the essence or ʻspiritʼ of something, in which its characteristic qualities
are found, or which renders it useful, agreeable, or interesting(OED).
<ll. 10-11>	A strain of the earthʼs sweet being in the beginning / In Eden
garden
「エデンの園に見られた、創造されたばかりの大地の美しさから
受け継いだもの」；ホプキンズは、この春の美しさの起源を、神によって
創造されたばかりの大地の美しさに求める。strain＝ an inherited ten-
dency or quality(OED).being＝ existence viewed as a property possessed by
anything; substance, constitution, nature(OED). Cf.O wild West Wind, thou
breath of Autumnʼs being. . .(Percy Bysshe ShelleyOde to the West Windl.
1.) the earthʼs sweet being in the beginningは「創造されたばかりの大地の
美しさ」を表現するが、ホプキンズはin the beginningをさらに具体的
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にIn Eden gardenと言い換えている。デイヴィスはstrainが、ここ
では「旋律、音楽」といった意味も内包していると指摘している(Davies
271)。
<ll. 11-13>	Have, get, before it cloy, / Before it cloud, Christ, lord, and sour
with sinning, / Innocent mind and Mayday in girl and boy
「手に取り給え、
受け取り給え、キリストよ、主よ、罪で飽きがこないうちに、曇らないう
ちに、酸っぱくならないうちに、少女や少年の無垢な心を、五月祭の頃の
花盛りを」；Have, getの目的語はInnocent mind and Mayday in girl and
boyで、キリストへの切なる願いを表明している。Have, getとキリス
トに訴える形式は、イグナティウス・ロヨラの『霊操』の中の「愛に達す
るための観想」での祈り「主よ、すべてを取ってお受けください。」
（Sume Domine et suscipe…./ Take, Lord, and receive. . ..)の表現形式に従ってい
る（Milward 13, Loyola 329, ロヨラ 208）。itはInnocent mindと
Maydayを指しているが、その二つは別個のものというより、Mayday
がInnocent mindを言い換えた表現であるので単数として扱っていると
思われる。beforeに導かれる節中の動詞cloy、cloud、sourは、
仮定法現在であるため原形になっている。cloy＝ become satiated(OED).
先ずcloyから始まり、次にそのcloyと同じ音で始まるcloudが
用いられ、更にそのcloudと同じ母音を含むsourが用いられてい
て、それらが連続した変化であることを示唆している。人間の心が罪によ
って汚れていくという考えについては、1880年 10月 26日付のロバート・
ブリッジズ宛手紙の中でも次のように述べられている。
And the drunkards go on drinking, the filthy, as the scripture says, are filthy still:
human nature is so inveterate. Would that I had seen the last of it.(Thornton,
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vol.1, 405)（酔っぱらいは酒を飲み続け、汚れた者は、聖書にある通
り、ますます汚れます。人間の本性は実に根深いです。そのような場
面は二度と見たくありません。）
なお「聖書にある通り」というのは、ヨハネの黙示録の以下の一節に言及
している。
He that is unjust, let him be unjust still: and he which is filthy, let him be filthy
still: and he that is righteous, let him be righteous still: and he that is holy, let
him be holy still. (Revelation, ch.22, ver. 11.)（不正を行う者には、なお不
正を行わせ、汚れた者は、なお汚れるままにしておけ。正しい者に
は、なお正しいことを行わせ、聖なる者は、なお聖なる者とならせ
よ。）（ヨハネの黙示録、22章 11節）
<l. 14>	Most, O maidʼs child, thy choice and worthy the winning.
「ああ、
乙女の御子よ、御身が選ぶに最も値し、獲得する価値があるものを。」；
choiceはworthy of being chosen, select, exquisiteの意の形容詞と解釈し、
それが名詞化していると考える。行頭のMostは二つの形容詞choice
とworthyにかかる。worthy the winning＝worthy of the winning、
maidʼs child＝Maryʼs son, i.e. Christ. 呼格。
【批評】
この詩はセント・バイノズで 1877年 5月に書かれた。
この詩の前半のオクテットで最も印象的なのは、春のダイナミックな描
写である。野の草が、伸びやかに芽を出し、鶫の囀りはこだまのように森
を通り抜け、耳を濯
すす
ぎ、絞り、稲妻のように響く。大空は垂れ下がり、そ
の青さは溢れるように上から降り注ぐ。一方で梨の木の葉や花が下からそ
の大空に軽く触れる。子羊は駆け回り、飛び跳ねる。それらの描写からは
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新しい生命の躍動感が伝わってくる。それまでの冬の沈滞した世界から飛
び出してきた新鮮な命である。この命が湧き出る春のイメージは、この詩
の題のみならず、1行目のSpringが、4行目wring、5行目sing、
8行目fling、10行目beginning、12行目sinning、14行目winning
と頻繁に脚韻を踏んでいることによっても強調される。ホプキンズはその
新鮮で瑞々しい命を人類が堕落する前のエデンの園の美しさに由来するも
のと考えるのだが、同時にその瑞々しい命は決して長くは続かないという
悲観的な認識を持っている。
手に取り給え、受け取り給え、キリストよ、主よ、
罪で飽きがこないうちに、曇らないうちに、酸っぱくならないうち
に、
少女や少年の無垢な心を、五月祭の頃の花盛りを、
ああ、乙女の御子よ、御身が選ぶに最も値し、獲得する価値があるも
のを。
（11〜14行）
この最後の 4行で明らかになるのは、原初の大地の美しさや瑞々しい命は
春の時期だけしか続かず、また人生について言えば春の相当する若い頃だ
けであって、いずれ必ずそれは失われるというホプキンズの考えである。
「罪で飽きがこないうちに、曇らないうちに、酸っぱくならないうちに」
受け取りたまえ、とホプキンズがキリストに祈るのは、彼がその瑞々しい
命も罪で飽きがきてしまい、曇り、酸っぱくなるのは避けられないという
認識しているからである。これと類似した考え方は、ワーズワースの「オ
ード─不滅なるものの暗示」にも見られる。
Thou little Child, yet glorious in the might
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Of heaven-born freedom on thy beingʼs height,
Why with such earnest pains dost thou provoke
The years to bring the inevitable yoke,
Thus blindly with thy blessedness at strife?
Full soon thy Soul shall have her earthly freight,
And custom lie upon thee with a weight,
Heavy as frost, and deep almost as life!
(Ode: Intimations of Immortality,ll. 125-132 )
小さき幼子よ、天上で得た自由の力により
その存在の高みにあって輝ける者よ、
何故に自ら進んで苦労して、歳月をして
避けられぬ軛をもたらしめるのか。
そして我知らず己の幸福と抗うのか。
じきにお前の魂は現世の重荷を背負い、
習慣がずしりとのしかかる、
霜のごとく重く、命のごとく奥深く。
ワーズワースはこの詩の中で、かつてはどんなにありふれた景色も自分に
は「天上の光」（celestial light）を纏っているように見えたが、今ではそ
の輝きが失われてしまったと嘆く。そしてすべての人が幼い頃に見ること
ができた輝きは、この世の習慣を身に着けることによって失われていくと
いう考えを提示する。その意味で、春の瑞々しさは必然的に失われると考
えるホプキンズと軌を一にしていると言えるだろう。しかしワーズワース
は、幼い頃の輝きはたとえ失われてしまったとしても、その記憶の奥底に
微かに残っていると考え、そこに希望を持つ。この子供の頃の記憶の残存
というテーマは、ホプキンズの「春」の後半で述べられる、エデンの園の
頃から受け継がれてきた大地の美しさと通底するが、ホプキンズはその記
憶も長続きしないと考え、瑞々しい命が消失する前にすべてを神に委ねて
その保全を願うのである。
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4. In the Valley of the Elwy
I remember a house where all were good
To me, God knows, deserving no such thing:
Comforting smell breathed at very entering,
Fetched fresh, as I suppose, off some sweet wood.
That cordial air made those kind people a hood
All over, as a bevy of eggs the mothering wing
Will, or mild nights the new morsels of Spring:
Why, it seemed of course; seemed of right it should.
Lovely the woods, waters, meadows, combes, vales,
All the air things wear that build this world of Wales;
Only the inmate does not correspond:
God, lover of souls, swaying considerate scales,
Complete thy creature dear O where it fails,
Being mighty a master, being a father and fond.
「エルウィーの谷にて」
私は一軒の家を覚えている。そこの人々は皆親切だった。
神はそのような歓待に私が相応しくないのをご存知なのに。
玄関にはいるや、心地よい香りが漂ってきた。
思うに、どこかの芳しい木から摘んできたばかりの花から薫ってい
る。
その心温まる雰囲気が、そこの優しい人たちを頭巾のように覆ってい
た。
さながら母鳥がひと腹の卵を翼でそっと抱くように、
あるいは暖かな夜の帳が春の若芽を包み込むように。
そう、それは当然のこと、その場に相応しいもののように思えた。
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森も、川も、牧草地も、峡谷も、山間
やまあい
も麗しく、
このウェールズの世界を築くもの全てが持つ雰囲気が美しい。
ただそこに住む者だけがそぐわないのだ。
神よ、魂を愛し、思慮深く正義の天秤で裁き給うお方、
御身が創造し慈しみ給うものを、ああ、その至らぬところを、補い給
え、
御身は力強い主であり、愛情溢れる父なのですから。
【注釈】
<ll. 1-2>	I remember a house where all were good / To me, God knows,
deserving no such thing
「私は一軒の家を覚えている。そこの人々は皆親
切だった。神はそのような歓待に私が相応しくないのをご存知なのに」；
all＝ all the people. この人々というのは、タイトルにあるエルウィーの
谷の住人ではない。ホプキンズはブリッジズ宛ての手紙（1879年 4月 8
日付）で「そのソネットに出てくる親切な人々というのはシューターズ・
ヒルのワトソン家のことで、エルウィーとは関係ありません。」（The
kind people of the sonnet were the Watsons of Shooterʼs Hill, nothing to do with the
Elwy.Thornton, vol.1, 352）と書いている。ロンドン南東部、グリニッジ
近くのシューターズ・ヒルに住むワトソン家はプロテスタントの家庭で、
ホプキンズとは家族ぐるみの付き合いがあった。その家のウィリアムはワ
イン商人で、ホプキンズは母親宛ての手紙でも彼に言及している
（Thornton, vol.1, 246, vol.2, 807, 853）。またホプキンズが 1889年に死去し
た際には、母親宛てにワトソン家の一人から弔意を表す手紙が送られた
（Thornton, vol.2, 1011-1012）。なおワトソン家が住んでいたシューター
ズ・ヒルは、ロンドンからさほど遠くないところにありながら、木々もた
くさん見られ、比較的緑豊かな土地なので、ホプキンズは玄関でよい香り
を嗅いだ時に、「どこかの芳しい木から摘んできたばかりの花」の香りで
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あると考えたのであろう。deserving no such thingはmeを修飾。「そ
のようなこと（そのような親切なもてなし）に値しない私」という意味。
<ll. 3-4>	Comforting smell breathed at very entering, / Fetched fresh, as I
suppose, off some sweet wood
「玄関にはいるや、心地よい香りが漂ってき
た。思うに、どこかの芳しい木から摘んできたばかりの花から薫ってい
る。」；breathed「（香気が）漂った」、at very entering＝ on my entering,
as soon as I entered (the house).Fetched fresh. . . off some sweet woodは
Comforting smellを修飾する形容詞句。この「心地よい香り」はその家
族の温かい歓待の心を象徴している。ミルワードは、ホプキンズがワーズ
ワースの詩「立場逆転」（The Tables Turned）の中の一節「春の森からの
一つの刺激」（One impulse from a vernal wood,l.21）を念頭に置いていた
と指摘している（Milward 15）。
<ll. 5-6>	That cordial air made those kind people a hood / All over
「その心
温まる雰囲気が、そこの優しい人たちを頭巾のように覆っていた」；
those kind peopleは間接目的語、a hoodが直接目的語。That cordial air
made those kind people a hood＝ That cordial air made a hood for those kind
people.All over＝ everywhere, every part.
<ll. 6-7>	as a bevy of eggs the mothering wing / Will
「さながら母鳥がひ
と腹の卵を翼でそっと抱くように」；as a bevy of eggs the mothering wing
will＝ as the mothering wing will [ make a hood for ] a bevy of eggs.the
mothering wing＝ the mother birdʼs wing.motheringは親鳥の温かい愛情
が優しく包み込む様子を表している。bevy＝ a company of any kind, a
collection of objects (OED).bevyは本来はウズラやヒバリなどの鳥の群れ
23
を意味する語であるが、ここではそれを転用して鳥の卵に用いている。
Willは習性、習慣を表す。
<l. 7>	or mild nights the new morsels of Spring
「あるいは暖かな夜の帳が
春の若芽を包み込むように」；or mild nights the new morsels of Spring＝ or
[ as] mild nights [ will make a hood for ] the new morsels of Spring.the new
morsels of Spring＝ the fresh growing things of Spring. 具体的には春に芽吹い
た草木。morselsという語は、その芽吹いた草木がまだ弱々しく小さな
存在であることを示している。mildは、その小さな草木を包み込む夜
の穏やかさ、暖かさを表現している。
<l. 8>	Why, it seemed of course; seemed of right it should
「そう、それは当
然のこと、その場に相応しいもののように思えた。」；Whyは当然のこ
ととして承認を表明する間投詞。「もちろん、むろん、そりゃ無論」とい
った意味。of courseは「当然のこと」（a matter of course）の意。of
rightはof courseに倣ってホプキンズが考えた表現。rightは「正
当、正義、正道」といった意味の名詞と考え、of rightで「正しい、相
応しい」という意の形容詞句となる。つまり意味上は形容詞 rightと同じ
になる。seemed of right it should＝（it）seemed of right (which) it should
be. またミルワードはラテン語の de jure（of right、「正しい、正当な、
合法の」の意）との類推を指摘している（Milward 16）。
<ll. 9-10>	Lovely the woods, waters, meadows, combes, vales, / All the air
things wear that build this world of Wales
「森も、川も、牧草地も、峡谷
も、山間
やまあい
も麗しく、このウェールズの世界を築くもの全てが持つ雰囲気が
美しい。」；Lovely (are) the woods. . ..と be動詞を補って考える。主語は
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the woods,waters,meadows,combes,vales,All the air、述語動
詞は補ったare、補語はLovelyで、全体で倒置になっている。この
倒置によってLovelyが際立つ形になっている。combe (comb, comb,
coombe)＝ a deep narrow valley (OED).All the air things wear that build this
world of Wales＝ All the air (that) things wear that build this world of Wales＝
All the air (that) things that build this world of Wales wear. 関係詞節that build
this world of Walesがthingsを修飾し、更にそのthingsを含む関係
詞節(that) things wearがAll the airを修飾する構文になっている。つ
まり「このウェールズの世界を築く事物が纏うすべての雰囲気」という意
味となる。その「すべての雰囲気」（All the air）が文全体の主語の一部
を形成する。
<l. 11>	Only the inmate does not correspond
「ただそこに住む者だけがそ
ぐわないのだ」；Onlyは接続詞で「だが、しかし」の意。inmateは
基本的には「居住者」（inhabitant, occupier）という意味だが、one not orig-
inally or properly belonging to the place where he dwells; a foreigner, stranger
(OED) 、即ち、本来その土地には属していない居住者という意味も含ま
れる。ウェールズという美しい土地に住むのに相応しくない人々を指して
いるが、特にウェールズ人を指しているわけではなく、人間一般を指して
いて、それを単数名詞the inmateで代表させていると思われる。しか
しthe inmateが単数形であることを額面通り受け取ると、ホプキンズ
自身を指していると解釈することも可能である。その場合はホプキンズが
人間全般の不完全さというより自身の不完全さを嘆いていることになる。
. . . does not correspond＝. . . does not correspond with them [ the woods,
waters,. . . all the air] .correspond with. . .＝ be congruous or in harmony
with. . ..  シューターズ・ヒルの家にはそこに相応しいthe inmate、即ち
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ワトソン家の人が住んでいるが、ウェールズという美しい「家」にはそこ
に相応しいthe inmateがいないことを嘆いている。
<l. 12>	God, lover of souls, swaying considerate scales
「神よ、魂を愛し、
思慮深く正義の天秤で裁き給うお方」；Godは呼格。lover of soulsは
Godと同格で神の属性を表す。形容詞句swaying considerate scalesも
Godを修飾。「秤」（scales）は正義の象徴である。sway＝ wield as
an emblem of sovereignty or authority (OED).considerateには 2つの意味が
含まれていると考えられる。一つは今日普通に用いられている意味
showing consideration for the circumstances, feelings, well-being, etc. of others;
thoughtful for others、即ち「思いやりがある」という意味で、神の人間に
対する慈しみを表している。もう一つの意味はwell-considered, careful, de-
liberate、即ち「思慮深い、慎重な」という意味で、神の正しさ、正義を
表現している。
<l. 13>	Complete thy creature dear O where it fails
「御身が創造し慈しみ
給うものを、ああ、その至らぬところを、補い給え」；completeは他動
詞でmake whole or entire, so as to leave nothing wantingの意。thy creature
dear＝ thy dear creature.「御身の創造し慈しみ給うもの」即ち人間。ただ
し単数であることに注目すればホプキンズ自身を指していると考えること
も可能。it=creature.fail＝ have a deficiency or want.
<l. 14>	Being mighty a master, being a father and fond
「御身は力強い主で
あり、愛情溢れる父なのですから」；Being mighty a master＝ as you are a
mighty master.being a father and fond＝ as you are a fond father.fond＝
affectionate, loving, tender. 厳格で力強い主人であり優しい父親でもある神の
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二面生を表している。
【批評】
このソネットは、1877年 5月にセント・バイノズで執筆された。題に
あるエルウィーの谷（the Valley of the Elwy）は、セント・バイノズの近く
にある谷である。セント・バイノズはセント・アサフ（St. Asaph）近郊の
トレマーキアン（Tremeirchion）にあるが、そこはヴィクトリア朝の時代
に「ウェールズの菜園」（The Garden of Wales）と呼ばれたクルイド川流域
（Vale of Clwyd）を見下ろす風光明媚な場所である。近くにはクルイド川
（the Clwyd）とエルウィー川（the Elwy）が流れているが、ホプキンズは比
較的穏やかな流れのクルイド川よりも険しいところを流れるエルウィー川
上流を好んでいたようである（MacKenzie 71）。しかし注釈にも記した通
り、この詩の冒頭箇所が描いているのはエルウィーではなく、ロンドン近
郊のシューターズ・ヒルに住む家族である。ただそこも、ウェールズほど
ではないにせよ、雑木林や草木の生えた広い共有地などがある比較的緑が
豊かな土地であり、この詩で強調されているのは、そのような美しい環境
とそこに居住する心の美しい人々の調和的関係である。
しかし冒頭提示された理想的な関係はむしろ例外的なのであって、現実
には美しい自然とそこに住む人間との関係は調和していないことをホプキ
ンズはこの詩によって訴えようとしている。彼はそれをウェールズという
土地を例にして述べようとしているのだが、その趣旨が効果的に表現され
ているかと言えば、詩全体の構成としてはやや無理があるように思える。
読み方によってはウェールズ人に対する批判とも読めなくもない。その意
味で紛らわしく分かりにくい詩である。ホプキンズ自身もそのことを認識
していたようで、ブリッジズ宛ての手紙の中でこの詩が「かなり分かりに
くくなっている」（very farfetched）と述べている（1879年 4月 8日付）。
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You misunderstand the thought, which is very farfetched. The frame of the
sonnet is a rule of three sum wrong, thus: As the sweet smell to those kind people
so the Welsh landscape is NOT to the Welsh; and then the author and principle
of all four terms is asked to bring the sum right.（Thornton, vol.1, 352）（あな
たはその意味を誤解しています。かなり分かりにくくなっていますか
ら。そのソネットの背景には、三数の法則が「正しくない」というこ
とがあります。つまり、心地よい香りとあの親切な人々との関係のよ
うに、ウェールズの風景とウェールズの人々の関係がなっていないと
いうことです。そこで四つのすべての項目の創始者であり原理でもあ
る神に、その総和を正しくしてくれるようにお願いしているのです。）
「三数の法則」（a rule of three sum）というのは、四つの項目のうち三つが
既知数（定数）として与えられれば、残りの未知数（変数）が決定される
という法則である。a、b、cをそれぞれ既知数とし、xを未知数とした場
合、a：b＝ c：xという関係から、xが自動的に導き出せるというものであ
る。例えば、もしもある車がこれまで 3時間で 150キロ走っていたとした
ら、これからの 7時間でどれくらい走るかと考えた場合、3時間、150キ
ロ、7時間という三つの数字が与えられているので、自動的に未知数であ
る 7時間で走る距離数が導き出せる。つまり 3：150＝ 7：xと考え、x＝
350 キロとなる。同じように「心地よい香り」：「親切な家族（ワトソン
家）」＝「ウェールズの風景」：xと考えれば、「三数の法則」により xは
当然「素晴らしい人々」となるはずが、実際にはそうなっていない、した
がってこの場合「三数の法則」が「正しくない」とホプキンズは考え、神
にそれを是正してくれるように嘆願する。
マックチェスニーは、この詩は「堕落した人間に関する聖職者の思索」
（a priestly meditation on fallen mankind）であると述べている(McChesney
61)。そしてその堕落した人間と対照的に強調されるのがウェールズの自
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然の美しさである。ホプキンズがこの詩で人間の不完全さを嘆く時、彼が
決して独善的ではなく自身も不完全であることを十分認識していること
は、2行目で自分が親切な家族から歓待を受けるに値しないと述べている
ことからも分かる。ただこの詩でホプキンズが嘆いているのが人間一般の
不完全さなのか、それとも彼自身の不完全さなのかは曖昧なところもあ
る。それは 11行目のinmateと 13行目のcreatureの解釈による。11
行目のinmateはウェールズの「居住者」という意味だが、それは実際
にウェールズに住む人々全体（延いては人類全体）を一人の住人で代表さ
せて表現しているという解釈がまずある。マッケンジーはそのような提喩
的表現として解釈する一人である（MacKenzie 72）。しかし文字通り単数
であるならば、当然ホプキンズ自身を指しているとも考えられる。in-
mateにはone not originally or properly belonging to the place where he dwells;
a foreigner, stranger、即ち本来その土地には属していない居住者という含
意もあると注釈ですでに指摘したが、この含意はもともとウェールズ出身
ではなく、一時的にセント・バイノズに居住していたホプキンズに当ては
まる。もちろんすべての人間がその土地に根づいておらず、その土地と調
和していないと解釈することも可能である。更に 13行目でも、神に不完
全さを補ってくれるように祈る対象がはやり単数形のcreatureである
が、これも人間一般を単数で表現しているのか、それともホプキンズ自身
を指しているのかが曖昧である。しかしその二つの解釈は互いに矛盾する
のではなく、むしろこの詩の意味を豊かにすることに資するのではないか
と考えられる。どちらに解釈するにしろ、ホプキンズは自分も含めた人間
に対して根深い不信感を持ち、その弱さを非常に意識していたように思え
る。しかし彼は人間が神の「慈しみ給う」（dear）存在であることに希
望を見出し、神に救いを求めている。
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